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１．概要（Summary） 

カーボンナノチューブの発光強度の架橋幅依存性を調

べることにより励起子拡散長を求め、さらに一次元材料に

特有の振る舞いを示す励起子‐励起子消滅の性質につ

いて明らかにした。 
 

２．実験（Experimental） 
 4 インチ Si ウェハに電子線描画装置を用いて様々な幅

のトレンチのパターニングを行い、ICP-RIE ドライエッチ

ング装置を用いて深さ 1 μm のトレンチを作製する。次に

もう一度電子線描画装置を利用して触媒パターンを作り、

その後ステルスダイシング装置によって 1 cm 角のチップ

に分割する。その後このチップに触媒溶液の塗布、リフト

オフを行って、CVD 法によってトレンチに架橋したカーボ

ンナノチューブを成長させる。このように作製した単一架

橋ナノチューブに対してフォトルミネッセンス(PL)測定を

行い、発光の架橋幅依存性、励起光強度依存性を調査

した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 トレンチ構造上に架橋したカーボンナノチューブの電子

顕微鏡像を Fig. 1 に示す。このようなカーボンナノチュー

ブについて発光強度の架橋幅依存性を調べることにより、

5 種類のナノチューブにおける励起子拡散長を求めた。

また、発光強度の励起強度依存性を解析することにより、

励起子‐励起子消滅が非常に高効率で起こることが明ら

かになった。 
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Fig. 1 SEM view of an air-suspended carbon 
nanotubes. Scale bar is 1 µm.  


